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１病棟  １月 ５日（水） 
 ２病棟  １月１１日（火） 
 ３病棟  １月 ７日（金） 

      各病棟デイルーム １４：００～ 

勝ったチーム！ 

バンザ～イ‼バンザ～イ‼ 

入職して６カ月経ちました。皆さんに優しく見守

られ毎日楽しく仕事が出来ています。 

これからいっそう加速していくであろう 

高齢化社会に向け、重要さを増して 

いく認知症ケアを学ぶことができて 

良かったと思っています。 

３病棟 看護師 

小林
こばやし

 光子
あ き こ

 

星座  魚座 

血液型 ＡＢ型 

趣味  保存食作り 

キャンドルサービス 

12月 24日、厳かにキャンドル 

サービスが開催されました。 

Candlelight service 

セントノアサンタから患者さんに

プレゼント！中身は果たして… 

デイルームにはちびっ子聖歌隊の 

合唱が響き渡りました 

「おじいちゃん、おばあちゃん 

いつまでもお元気で！」 
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入院当初のトヨ子さんは「見守り歩行」（スタッフが傍に付きながら歩行をさせる）ではありましたが、ゆっく

りと歩行し、食事もご自分で食べていました。しかしこの１０年、年齢とともにトヨ子さんの ADL（日常の生

活動作）も徐々に低下し、入院中には急性肺炎などの命の危機にさらされたこともありました。でもトヨ子さ

んはその都度、頑張って乗り越えられてきたのです。しかし ADL の低下とともに今は車椅子での生活となっ

てしまい、さらに日常生活では全ての介助が必要となってしまいました。 

何年か前、私が現在の１病棟に移動になり、トヨ子さんと初めて会った時、多分、私が不安げな顔をしていた

のでしょうね。トヨ子さんは「疲れているの？」「ちゃんとお休みしている？」と優しく声をかけてくれたこと

が、いまだに忘れられません。最近はトヨ子さんから話しかけてくることはあまりなくなりましたが、それで

も「トヨ子さん、お風呂ですよ」と声をかけると「お世話になります」と返事が返ってきます。又、違うスタ

ッフが「トヨ子さん、ハトポッポの歌を歌うよ」と声をかけ、ポッポッポと始めると「ハトポッポ」と続け、

「豆が欲しいか」とスタッフが続けるとトヨ子さんが「そらやるぞ」と掛け合います。いつの間にか周りの人

たちも歌いだし、そしてみんなが笑顔になります。 

そんなトヨ子さんが、いつまでも私たちと一緒に歌をうたい、笑顔で楽しい時間を過ごしていただけるよう、

私たちスタッフも心から願っています。 

栄養科 だより  管理栄養士 穴久保 沙耶香

日常の一コマ 

マ
ス
ク
着
用
が
新
し
い
習
慣
と
な
っ
た
今
、

マ
ス
ク
を
長
時
間
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る

息
苦
し
さ
か
ら
、
ま
た
表
情
筋
や
唇
、
舌
の

筋
肉
が
緩
む
こ
と
に
よ
り
、
つ
い
つ
い
口
が

開
い
た
ま
ま
に
な
り
「
口
呼
吸
」
を
す
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
口
を
閉
じ
て
い
れ
ば
口

内
は
唾
液
で
潤
っ
て
い
る
状
態
で
す
が
、
口

呼
吸
に
よ
り
口
内
の
唾
液
は
乾
燥
し
、
抗
菌

作
用
や
自
浄
作
用
の
効
果
が
薄
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
鼻
に
よ
る
、
フ
ィ
ル
タ
ー
、

加
湿
、
エ
ア
コ
ン
機
能
を
介
す
る
こ
と
が
な

い
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
冷
た
い
空
気

と
と
も
に
直
接
肺
に
侵
入
し
や
す
く
な
り

ま
す
。 

そ
こ
で
、
普
段
の
生
活
の
中
で
取
り
入
れ
や

す
い
３
つ
の
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

①
舌
を
ぐ
る
ぐ
る
回
す
（
１
日
10
回
） 

②
う
が
い
を
す
る
時
、
唇
を
し
っ
か
り
閉
じ

て
頬
を
大
き
く
動
か
す 

③
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
（
一
口
に
つ
き
30

回
以
上
） 

本
来
は
お
口
を
閉
じ
て
、
舌
を
上
顎
に
ピ
タ

ッ
と
付
け
て
「
鼻
で
呼
吸
」
す
る
の
が
理
想

で
す
。
日
頃
か
ら
意 

識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

１
病
棟 

看
護
師 加

藤 

知
恵
子 

 １病棟 介護福祉士 藤井 めぐみ

今回は１病棟のトヨ子さん（８６歳）の一コマです。 

トヨ子さんは東京目黒区のご出身で中学を卒業後、親戚の食堂を手伝いながら

調理師免許を取得、都立の保育園や足立区でも調理師として６７才ごろまで仕

事をしていたそうです。そんな働き者だったトヨ子さんですが、今から１０年

程前、当院に入院される数か月前になりますが、突然、最愛のご主人に先立た

れたそうです。そのショックは大きく、精神的な混乱、不眠、独り言を続ける

などの認知症の症状が出始め、娘さんの保護のもと精神科病院での外来受診や

ショートステイ、施設への短期入所などを経て当院に入院されました。 

【一コマ後記】 

病院新聞記事の「日常の一コマ」にトヨ子さんの事を掲載する許可を得るために娘さんにお電話をしたところ、

『うぁー、日常の一コマに載せてもらえるんですか！』ととても喜んで頂けました。話によれば娘さんは一人

っ子で、トヨ子さんとは母子一体のように育ってきたそうです。『子供の頃から和服の好きな母に素敵な着物を

作ってあげたい、海外旅行にも連れて行ってあげたいと思っていたのに何も叶えてあげられなくて』と娘さん。 

そして『母がこの病気になって、これまでの施設や病院ではいつも眉間にシワを寄せていたのに今は穏やかで、

手を握ると暖かくて「お母さんだ」と感じる瞬間です。今、元気でいてくれることがとても嬉しいです。ここ

には１００歳の方が何人もいらっしゃいます。その人たちの仲間になれたらと思っています。』 もちろん私た

ちもそう願っています。 

『いつまでも若々しくいられますように』との願いを込めておせちに使われていま

す。これは若桃という名前からだけでなく、セラミドが豊富に含まれることからも由

来しています。セラミドはヒトの皮膚の角質層の主成分で、外部刺激や乾燥を防ぐバ

リア機能で知られていますが、加齢に伴って減少してしまいます。 

若桃で保湿力アップを目指して、本年も若々しく過ごしたいものです。 

さて毎年少しずつ中身が異なるおせちですが、今年は若桃の甘露煮

が入りました。一見すると青梅にも見えますが、摘果した若桃を甘

露煮にしたもので、種まで柔らかく食べることができます。 

入
院
患
者
さ
ん
の
平
均
年
齢
も
83
才
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
最
高
齢

才
の
方
、
今
年
で
入
院
満
10
年
を
越
え
る
患
者

が
10
名
を
越
え
ま
す
。
毎
日
の
経
口
摂
取
の
介
助
、
入
浴
、
オ
ム

ツ
交
換
、
音
楽
療
法
や
広
い
庭
の
散
歩
、
リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど
、

医
療
と
い
う
よ
り
自
宅
で
は
困
難
な
地
味
な
ケ
ア
が
続
き
ま
す
。 

入
院
患
者
の
穏
や
か
な
表
情
を
見
て
、
多
く
の
家
族
の
方
が
喜
ん

で
く
れ
ま
す
。
人
生

年
と
い
う
言
葉
が
ニ
ュ
ー
ス
で
も
聞
こ
え

て
く
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
現
役
時
代
は
、
家
族
の
た
め
に
大

い
に
活
躍
さ
れ
た
入
院
患
者
の
終
楽
章
を
明
る
く
穏
や
か
に
フ
ォ

ロ
ー
す
る
、
当
院
の
役
割
は
益
々
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

当
院
は
国
道
沿
い
の
見
晴
ら
し
の
い
い
場
所
に
あ
り
、
病
院
の
庭

に
は
、
広
い
芝
生
が
あ
り
ま
す
。
芝
生
を
囲
む
よ
う
に
植
え
ら
れ

た
50
本
の
桜
の
木
も
だ
い
ぶ
成
長
し
ま
し
た
。
周
囲
は
水
田
が
残

り
、
晴
天
時
は
、
は
る
か
遠
く
に
富
士
山
が
見
え
ま
す
。
今
年
こ

そ
心
静
か
に
お
花
見
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
開
設
し
て
１
年
目
の
病
院
短
信
に
私
の
句
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
車
椅
子 

洗
面
介
助
の 

湯
が
け
む
り 

・
病
む
人
と 

眺
む
落
ち
葉
の 

吹
き
だ
ま
り 

当
院
の
日
常
の
風
景
で
す
。 

 

今
年
の
干
支
は
寅
で
す
。
寅
は
強
い
信
念
と
逆
境
に
負
け
な
い
強

さ
が
特
徴
と
の
こ
と
で
す
。 

「
ピ
ン
チ
の
時
こ
そ
、
そ
の
人
の
真
価
が
問 

わ
れ
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
穏
や
か
な
日 

常
を
取
り
戻
す
に
は
も
う
し
ば
ら
く
の
辛
抱 

が
必
要
で
し
ょ
う
か
。 

と
も
あ
れ
、
今
年
こ
そ
皆
様
に
と
っ
て
、 

良
い
一
年
と
な
る
よ
う
に
祈
願
し
て 

年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
の
年
号
に
よ
う
や
く
馴
染
ん

だ
と
思
っ
た
ら
、
も
う
今
年
は
令
和
４
年
で
す
。
昭
和
時
代
に
生
ま

れ
育
っ
た
自
分
に
は
、
平
成
が
過
去
の
時
代
で
あ
っ
た
と
実
感
で
き

な
い
ま
ま
、
新
年
を
迎
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

孔
子
が
黄
河
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
、
「
過
ぎ
逝
く
月
日
は
、
こ
の
流

水
の
如
く
速
く
、
や
む
時
が
な
い
」
と
嘆
息
し
た
そ
う
で
あ
る
が
、

昨
年
は
私
の
周
囲
の
同
世
代
の
仲
間
が
一
人
ま
た
一
人
と
幽
明
の

界
を
異
に
す
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
昨
年
令
和
３
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
一
年
で
し
た
が
、
日
本
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
国
全
体
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
野
球
の
大
谷
選
手

や
ゴ
ル
フ
の
マ
ス
タ
ー
ズ
優
勝
の
松
山
選
手
な
ど
、
外
国
で
活
躍
し

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

年
末
に
は
90
才
の
真
鍋
博
士
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
な
ど
の
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
も
入
っ
て
き
ま
し
た
。 

当
院
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
家
族
の
方
の
面
会
な
ど
で
不
自
由
な

思
い
を
さ
せ
ま
し
た
が
、
何
よ
り
入
院
患
者
を
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る

た
め
に
必
死
の
一
年
で
し
た
。
何
と
か
無
事
に
新
年
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
た
の
は
、
家
族
の
方
の
協
力
と
ス
タ
ッ
フ
の
日
夜
の
努
力
の

お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

当
、
医
療
法
人
忠
洋
会
は
川
越
セ
ン
ト
ノ
ア
病
院
が
20
年
目
、
春

日
部
セ
ン
ト
ノ
ア
病
院
が
17
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

認
知
症
の
専
門
病
院
と
し
て
開
設
以
来
掲
げ
て
き
た 

一
、
身
体
拘
束
は
一
切
し
な
い 

一
、
入
院
期
間
に
制
限
を
設
け
な
い 

20
年
前
に
は
画
期
的
と
思
え
る
目
標
を
守
り
、
医
療
と
福
祉
の
併

用
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

院
長 

田
巻 

國
義 

『
年
頭
の
ご
挨
拶
』 

病
院
短
信 

 ホスピタルライフマネージャー 田中 ひとみ

新年おめでとうございます。 

食べることは楽しみのひとつ。本年も 1 食 1 食を大切に提供

していきます。 


